
望まない受動喫煙を防止するための
煙の流出防止措置について
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１．喫煙専用室における煙の流出防止措置について
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１.喫煙専用室

①喫煙専用室の出入口が屋内禁煙エリアにある場合

望まない受動喫煙を防ぐためには、喫煙専用室から
屋内禁煙エリアへの煙の流出防止が必要

②喫煙専用室の出入口が屋外にある場合

屋内禁煙エリアへは煙の流出が生じないため、煙の
流出防止措置は不要
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2．指定たばこ（加熱式たばこ）専用喫煙室における煙の流出防止措置について
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2.指定たばこ（加熱式たばこ）

専用喫煙室

①喫煙室の出入口が屋内禁煙エリアにある場合

望まない受動喫煙を防ぐためには、喫煙専用室から
屋内禁煙エリアへの煙の流出防止が必要

②喫煙室の出入口が屋外にある場合

屋内禁煙エリアへは煙の流出が生じないため、煙の
流出防止措置は不要
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2.指定たばこ（加熱式た

ばこ）専用喫煙室

奥が喫煙室

手前が禁煙席



3．喫煙目的室における煙の流出防止措置について
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3. 喫煙目的室

（いわゆるシガーバー、たばこ販売店等の喫煙室）

①喫煙目的室の出入口が屋内禁煙エリアにある場合

望まない受動喫煙を防ぐためには、喫煙目的室から
屋内禁煙エリアへの煙の流出防止が必要

②喫煙目的室の出入口が屋外にある場合

屋内禁煙エリアへは煙の流出が生じないため、煙の
流出防止措置は不要
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4. 既存特定飲食提供施設における煙の流出防止措置について

6

4. 既存特定飲食提供施設の

喫煙可能室

【健康増進法改正における位置づけ】

既存の飲食店のうち経営規模が小さい事業
者が運営するもの

直ちに喫煙専用室等の設置を求めることが
事業継続に影響を与えることが考えられる

一定の猶予措置

https://www.google.co.jp/imgres?imgurl=http://samurainokokoro.com/wp-content/uploads/2017/02/6fd49775a9b2aef979c7e6fc6d2335a5_s-640x400.jpg&imgrefurl=http://samurainokokoro.com/2017/02/25/%E5%B0%8F%E8%A6%8F%E6%A8%A1%E5%B1%85%E9%85%92%E5%B1%8B%E3%82%82%E5%96%AB%E7%85%99%E3%82%92%E6%B3%95%E5%BE%8B%E3%81%A7%E7%A6%81%E6%AD%A2%EF%BC%81%EF%BC%9F%E5%96%AB%E7%85%99%E5%AE%A4%E8%A8%AD%E7%BD%AE/&docid=P28NjycRzeDZEM&tbnid=GrtOtmrlPqcBTM:&vet=10ahUKEwjv5be8m7DWAhVFV7wKHThCDRgQMwhRKCIwIg..i&w=640&h=400&bih=648&biw=1366&q=%E5%96%AB%E7%85%99%E3%80%80%E5%B0%8F%E8%A6%8F%E6%A8%A1%E3%80%80%E9%A3%B2%E9%A3%9F%E5%BA%97&ved=0ahUKEwjv5be8m7DWAhVFV7wKHThCDRgQMwhRKCIwIg&iact=mrc&uact=8
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4. 既存特定飲食提供施設の

喫煙可能室

喫煙専用室と同じ要件は困難か

店舗外の共用エリアや隣接する施設へ
の煙の流出防止の検討が必要
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流出防止

下階を禁煙フロア、上階を喫
煙フロアとすることもありうる

煙が下階へ流出しないこと
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めには、店舗内喫煙エリア
から店舗内禁煙エリアへ煙
の流出防止が必要
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